
平 成 18 年 度 中 間 決 算 に つ い て 
 

平成 18 年 11 月 10 日 

電源開発株式会社 

 

Ⅰ．平成18年度中間決算の概要 

○連結決算 
（１）連結経営成績 

 
売 上 高 経常利益 中間(当期)純利益 

１株当たり中間 

(当期)純利益 

 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 円    銭 

18 年 9 月中間期 277,007 ( △9.3) 37,261 (△ 2.5) 23,621 (△ 0.7) 141．82 

17 年 9 月中間期 305,417 (   4.6) 38,235 (△16.4) 23,790 (△19.6) 171．39 

18 年 3 月期 621,933  67,906  43,577  260．76 
（注）１  平成18年3月1日付で株式１株につき1.2株の株式分割を行いました。当該株式分割が前期首に行われたと仮定した場合

の平成17年9月中間期における１株当たり中間純利益は142円82銭となります。 
２  パーセント表示は、対前年中間期増減率 

 

（２）連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円    銭 

18 年 9 月中間期 1,980,674 449,527 22.6 2,692．87 

17 年 9 月中間期 1,996,984 410,371 20.5 2,956．42 

18 年 3 月期 1,964,667 433,028 22.0 2,598．90 
（注）１  平成18年3月1日付で株式１株につき1.2株の株式分割を行いました。当該株式分割が前期首に行われたと仮定した場合

の平成17年9月中間期における１株当たり純資産は2,463円68銭となります。 
２  平成17年9月中間期及び平成18年3月期の純資産、自己資本比率及び１株当たり純資産については、従来の株主資本、

株主資本比率及び１株当たり株主資本を記載しています。 

 

○個別決算 
（１）経営成績 

 
売 上 高 経常利益 中間(当期)純利益 

１株当たり中間 

(当期)純利益 

 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 円    銭 

18 年 9 月中間期 253,571 (△10.3) 30,582 (△ 7.3) 20,096 (△ 5.9) 120．65 

17 年 9 月中間期 282,674 (   2.2) 33,006 (△22.5) 21,348 (△24.4) 153．80 

18 年 3 月期 566,016  51,234  33,382  200．08 
（注）１  平成18年3月1日付で株式１株につき1.2株の株式分割を行いました。当該株式分割が前期首に行われたと仮定した場合

の平成17年9月中間期における１株当たり中間純利益は128円16銭となります。 
２  パーセント表示は、対前年中間期増減率 

 

（２）財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円    銭 

18 年 9 月中間期 1,879,001 412,753 22.0 2,478．11 

17 年 9 月中間期 1,918,127 385,780 20.1 2,779．25 

18 年 3 月期 1,888,333 398,717 21.1 2,393．44 
（注）１  平成18年3月1日付で株式１株につき1.2株の株式分割を行いました。当該株式分割が前期首に行われたと仮定した場合

の平成17年9月中間期における１株当たり純資産は2,316円04銭となります。 
２  平成17年9月中間期及び平成18年3月期の純資産、自己資本比率及び１株当たり純資産については、従来の株主資本、

株主資本比率及び１株当たり株主資本を記載しています。 
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Ⅱ．当中間期の経営成績及び財政状態 

１．経営成績 
（１）収益 
 収益面では、電気事業において、当社単独の販売電力料収入が、水力は前年同期に比べ豊水ではありま

したが前期の料金改定による減少、火力は定期点検による稼働率の減少により、連結の売上高（営業収益）

は前年同期に対し 9.3%減少の２，７７０億円、経常収益は同 8.3%減少の２，８２７億円となりました。 

当社単独の売上高（営業収益）は２，５３６億円、経常収益は２，５８７億円となりました。 

 

 

（２）費用 

 費用面では、電気事業において、火力発電所の稼働率減による燃料費の減少、減価償却費の減少等によ

り、連結の営業費用は前年同期に対し 7.2%減の２，３２９億円となりました。これに営業外費用を加えた

連結の経常費用は同 9.1%減の２，４５４億円となりました。当社単独の営業費用は２，１６３億円、経常

費用は２，２８１億円となりました。 

 

 

（３）利益 

 以上の結果、連結の経常利益は前年同期に対し 2.5%減の３７３億円、中間純利益は、豊水による渇水準

備金の引当等を行なった結果、同 0.7%減の２３６億円となり、当社単独の経常利益は３０６億円、中間純

利益は２０１億円となっております。 

 

 

（４）配当 

当中間配当額は、１株につき３０円とさせていただきます。 
 

 

２．財政状態 
（１）資産の部 

資産については、固定資産は、減価償却進行による減少がありましたが、磯子新２号機及び大間原子力

関連工事等への設備投資等により、前期末から１１８億円増加し１兆８，３９７億円となりました。これ

に流動資産を加えた総資産は、前期末から１６０億円増加し１兆９，８０７億円となりました。 

 
 
（２）負債の部 

負債については、社債の発行等により前期末から７億円増加し当中間期末の負債総額は、１兆         

５，３１１億円となりました。連結有利子負債残高についても、前期末から７４億円増加し、当中間期末

は１兆４，１５６億円となりました。連結有利子負債比率は前期末の76.5%から75.9%に低下しております。 

 
 
（３）資本の部 

また、純資産合計は、前期末（少数株主持分含む）と比べ１５３億円増加し、４，４９５億円となり、

自己資本比率が前期末の 22.0%から 22.6%と上昇しております。連結自己資本比率は平成 19 年度末に  

23%以上という経営目標の早期の達成に向けて、引続き努力していきたいと考えております。 

 

‐2‐ 



（単位：百万円）
当中間連結会計期間 前中間連結会計期間

（Ａ） （Ｂ） 増 減（Ａ－Ｂ） （Ａ/Ｂ）％

営　　業　　収　　益 277,007 305,417 △ 28,409 90.7%

電 気 事 業 営 業 収 益 257,925 287,175 △ 29,250 89.8%
経

229,571 255,112 △ 25,540 90.0%
卸　電　気　事　業 221,512 247,389 △ 25,877 89.5%
（水　　力） 66,775 70,610 △ 3,834 94.6%
（火　　力） 154,736 176,779 △ 22,042 87.5%

常 その他の電気事業 8,059 7,722 336 104.4%

27,592 30,565 △ 2,972 90.3%

761 1,498 △ 736 50.8%

収 そ の 他 事 業 営 業 収 益 19,082 18,241 841 104.6%

営　業　外　収　益 5,649 2,800 2,848 201.7%

900 1,341 △ 441 67.1%

益 416 328 87 126.8%

2,239 386 1,853 579.9%

2,093 744 1,349 281.3%

282,657 308,217 △ 25,560 91.7%

営　　業　　費　　用 232,933 250,910 △ 17,976 92.8%

経 電 気 事 業 営 業 費 用 211,603 230,531 △ 18,928 91.8%
14,139 14,944 △ 804 94.6%
67,746 73,761 △ 6,015 91.8%
22,424 22,787 △ 362 98.4%
14,426 14,069 357 102.5%

常 14,240 14,976 △ 736 95.1%
58,908 65,550 △ 6,641 89.9%
19,716 24,441 △ 4,725 80.7%

そ の 他 事 業 営 業 費 用 21,330 20,378 951 104.7%
費

営　業　外　費　用 12,461 19,072 △ 6,610 65.3%

11,023 17,296 △ 6,273 63.7%

用 1,438 1,775 △ 336 81.0%

245,395 269,982 △ 24,586 90.9%

37,261 38,235 △ 973 97.5%

36,774 38,308 △ 1,533 96.0%

10,794 16,814 △ 6,020 64.2%

2,671 △ 2,244 4,916 －

△ 312 △ 51 △ 260 606.3%

23,621 23,790 △ 168 99.3%

（注）百万円未満を切捨てて表示しています。

少 数 株 主 損 失

中 間 純 利 益

項　　　　　　　　　　目

渇 水 準 備 金 引 当 又 は

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

中 間 経 常 利 益

そ の 他

支 払 利 息

そ の 他

修 繕 費
委 託 費
租 税 公 課
減 価 償 却 費

燃 料 費

そ の 他

受 取 配 当 金

受 取 利 息

持 分 法 に よ る 投 資 利 益

中 間 経 常 収 益 合 計

中 間 経 常 費 用 合 計

他 社 販 売 電 力 料

託 送 収 益

平成１８年　９月３０日まで

平成19年3月期　中間連結決算収支比較表

平成１８年　４月　１日から

対前年同期比

そ の 他

人 件 費

－
渇水準備引当金取崩し(△)

487 △ 73 560
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Ⅲ．平成18年度業績予想 

販売電力量は、水力は前期に対して25.8%増加の１０８億kWh、火力は前期に対して15.6%減少の４５６

億kWhになるものと見通しを立てております。 

売上高については、連結では前期に対して9.3%減少の５，６４０億円、当社単独では前期に対して10.2%

減少の５，０８０億円になるものと見込んでおり、経常利益については、連結では前期に対して 23.4%減

少の５２０億円、当社単独では前期に対して25.8%減少の３８０億円となる見通しです。 

 

 
＜連  結＞ 

売 上 高      ５，６４０ 億円 
経 常 利 益          ５２０ 億円 
当期純利益          ３３０ 億円 

＜単 独＞ 
売 上 高      ５，０８０ 億円 
経 常 利 益          ３８０ 億円 
当期純利益          ２５０ 億円 

 

‐4‐ 


